
 
2011 年度「干潟の市民調査と人材育成」 

事業報告書 

 

 

『干潟生物の市民調査』  

調査リーダーの手引き 2011 

 

 
 

 
 

  

日本国際湿地保全連合 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



はじめに 

 

 「干潟生物の市民調査と人材育成」事業は、「干潟生物を調査できる人が少ない」、「このままで

は干潟生物調査者が絶滅危惧種
．．．．．

になってしまう」といった声に応えるべく、2010 年度から本格的

に開始された活動です。この活動は多くの専門家や環境団体の協力もあって軌道に乗りつつあ

ります。「干潟生物の市民調査」とは、8 名以上が一組となって、干潟生物を調査する方法で、専

門家や訓練を受けた「調査リーダー」が指導すれば、干潟生物の現況を正確に記録できるといっ

た特長をもっています。 

 本報告書は、この市民調査を主導できる人材となる調査リーダーを育成する取り組みを紹介す

るとともに、調査リーダーが研修会を実施するときに役立つ情報をまとめたものです。わたしたち

は、関係者で計画を立て（Plan）、実行し（Do）、その結果を評価して（Check）、具体的な改善案を

見出す（Act）といった 4 つの工程を繰り返すことによって、活動を前進させています。活動の立ち

上げにかかわった初期メンバーがサポート役となり、代わって若き調査リーダーらを主軸とする

次期メンバーが、より一層この活動を進展させるならば、干潟生物調査者は絶滅の危機から脱

することができるでしょう。 

 最後になりましたが、この事業の実施に多大なご尽力をいただいた方々や、有識者や環境団

体の皆様に厚く御礼申し上げます。 

 

2012 年 3 月 

日本国際湿地保全連合 

佐々木美貴・中川雅博 
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Ⅰ．「干潟生物の市民調査」事業概要 

1．「生 物 の宝 庫 」干 潟 と「市 民 調 査 」 

 

1）日本の沿岸域と干潟 

日本列島の沿岸域は、生物多様性がきわめて高いことが特徴です。とりわけ陸と海の移行帯

は、干出時間の差異・地形・底質・淡水の影響などの環境条件が多様なために、さまざまな底生

生物が生息します。 

 干潟は河口部から沿岸部のいろいろな場所で見られます。河口干潟は、川の河口付近にできる

干潟であり、本流沿いの河口干潟と本流から離れた河口干潟に分けられます。干潟の背後や干

潟の中の少し高い所にはしばしばヨシ群落など塩性湿地が成立します。 

 前浜干潟は、河口から少し離れた海に直接面しているところに発達します。このタイプの干潟は、

砂浜の沖に広がる砂質干潟と湾奥にできる泥干潟に分けられます。そして、砂質の前浜干潟に

続くごく浅い海底にはアマモの仲間が生育します。このアマモ場は海中にひろがる「草原」のよう

であり、根を張って底土の安定化を促進したり、水中の栄養塩を吸収したり、魚類の生息場や餌

場になったりと多くの役目を持ちます。 

 潟湖（せきこ）は、湾口に発達した砂州などにより外海と切り離されて生じた浅い湖や沼地です。

海岸線の後退により取り残された海跡湖や、砂嘴（さし）でふさがれた河口の脇にできるものなど

があり、規模も大小さまざまです。 

 干潟環境の多様性は、豊かで多様な干潟生物を支えています。たとえば、干潟の中上部にあり

砂質のところにはコメツキガニが、泥質に近いところにはチゴガニが生息します。干潟の中下部に

あり水はけが悪いところにはヤマトオサガニが、より海側に近い砂泥質のところにはオサガニが

生息します。ヨシ原内にも希少な巻貝が生息するなど、干潟はまさに「生物の宝庫」と言えます。 

 

2）干潟の多様な機能 

 干潟がなければ、沿岸生態系には大きな負荷がかかります。干潟最大の機能は、河川から流

れ込む有機物や栄養塩を蓄積することです。また、有機物や栄養塩は干潟にすむ生き物たちの

食物連鎖によって処理されます。干潟がない環境では、河川からの流下物はそのまま海に流れ

込んで沖まで運ばれ、その海域が富栄養化します。富栄養化は植物プランクトンの異常な増殖に

つながり、光合成が停止する夜間は酸素の消費が多くなるため、水中の酸素不足などによる魚介

類の大量死亡を引き起します。 

 干潟にすむ底生生物は、干潟環境においてきわめて重要な役割を持ちます。ウミニナ類やスナ

ガニ類は「堆積物食者」として、二枚貝の仲間は「懸濁物食者」として水質浄化に貢献します。ヒメ

アシハラガニなどは「肉食者」として、アラムシロなどは「腐肉食者」として相互に関係し合って干潟

生態系を維持しています。そして、干潟生物を餌とするシギ・チドリ類や大型の魚類は有機物を海

から運び出す役目を担っています。このように、干潟は海の「水処理工場」としての機能を持って

います。 
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 干潟は底生生物以外の動物にとっても貴重な場所です。

潮が満ちてくるとカレイやハゼなどの魚類が現れ、底生生

物を餌とします。また、魚類の幼稚魚にとって、干潟のよう

な浅い水域は外敵に襲われる心配のない「保育所」となりま

す。さらに、渡り鳥にとっては、干潟は休憩をしたり、エネル

ギーを補給したりする「国際空港」として機能しています。こ

のような干潟環境は多様な生物に触れることからはじまる

「環境教育の場」としても適していま

す。 
写真．干潟の埋在生物が底土に穴を掘ることで、還元層に酸

素を供給して、水質浄化を促している。干潟生物が掘った穴の

表面は、土のなかの鉄分と酸素が反応して、茶色になる。  

 

3）干潟生物の市民調査 

「干潟生物の市民調査」は、8 名以上が一組となって干潟生物を探索し、それぞれの干潟生物

を何名が見つけたかによって、その海域での種の多様度や希少性を評価するものです。この方法

は、一般の人たちが主体となって実施でき、採集された干潟生物の同定については、後述する一

定の訓練を受けた「調査リーダー」あるいは専門家の協力を得られれば、専門家らによる調査を

補完できる内容を備えています。 

市民調査の手順は「表層探索」、「掘返し」、および「同定と記録」の 3 つからなります（手順の詳

細は Ⅱ．「干潟生物の市民調査」の手法 を参照のこと）。表層探索では、各調査者は 15 分間に、

できるだけ多くの種類の底生生物を探し出すことをめざして採集を行ないます。掘返しでは、参加

者が 15 個の穴を掘ることで生物を採集します。同定と記録では、『干潟生物調査ガイドブック～東

日本編』*などを活用します。 

*鈴木孝男・木村昭一・木村妙子（2009）干潟生物調査ガイドブック～東日本編．日本国際湿地保全連合，東京，

pp．120+i．） 

 

4）調査リーダーの育成 

「干潟生物の市民調査」は、「調査リーダー」（後述）と呼ばれる指揮者によって実施されます。

調査リーダーになることは主に大学生や大学院生が希望します。調査リーダーは、調査時に指導

的な役割を担うほか、生物を正確に同定する技能やわかり

やすく説明する技術が求められます。これらの技術を習得

するために、事前に2泊3日程度の研修会に参加する必要

があります。この研修会では、干潟環境や調査方法、同定

方法、データのまとめ方といった基礎的な知識を身につけ

る講義を受けるほか、実際に干潟へ行っての生物採集や

安全面の指導を受けます。 

写真．研修会の参加者は調査結果を取りまとめ、発表す

る。様々な立場の人々に、わかりやすく調査結果や自然環

境保全の必要性を伝えられることが、調査リーダーには求

められる。 
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2．調 査 リーダー 

 

１）調査リーダー 

「調査リーダー」とは、任された市民調査を滞りなく遂行し、参加者の安

全確保に配慮し、その調査で得られたデータに信頼性を持たせられる者

のことです。 

調査リーダーに求められるリーダーシップは、自然環境保全の気運が

いっそう高まることを目的に、自立して活動のできる資質・能力・力量、統

率力です。 

 調査リーダーの主な役割は以下のとおりです。 

①市民参加型の干潟生物の調査を主導する。 

②どのように市民調査を指揮・運営すれば効果的であるかのイメージトレーニングなどを行い

つつ整理し、入念に準備する。 

③当日は、参加者の年齢層や生きものへの関心度などの特性、あるいは天候に応じて順応的

な対応を心がけるとともに、不測の事態に対しても注意を払う。 

④調査終了後は、道具を保守点検し、調査データを取りまとめ、調査結果を参加者にわかりや

すく解説する。 

 

＜心構え＞調査リーダーになるためには、「干潟生物の市民調査」の基礎を習得したうえで、現場

での経験を積み、評価委員に「この調査リーダーには、安全面なども含めて安心して市民調査を

任せることができる。そして、彼／彼女が関わって取得されたデータは

信用できるものであり、他と比較検討することに耐えられる」と認められ

なければなりません。調査リーダーは、認定後も研鑽を重ね、自らの力

量に磨きをかけることが望まれます。 

 

2）調査リーダーの認定基準 

評価基準の目安は以下のとおりです。 

①調査の準備・マネージメント：入念な準備・調査地域の情報収集などを行えること。 

②調査手法の伝達能力：わかりやすく丁寧な解説・デモンストレーションができること。 

③調査の時間配分、安全・危機管理：潮位や危険生物についての知識をもっていること。 

④同定精度：ガイドブック掲載種についてはルーペなどを用いて正確に同定できること。また、曖

昧な同定を避け、後ほど専門家に同定を依頼するなどの対応を取れること。 

⑤データの取りまとめ、情報発信：ワード、エクセル、パワーポイントなどのコンピューターソフトを

使い、プレゼンテーションやレポートの作成ができること。 

⑥その他：市民調査の意義および干潟生物や干潟生態系に関わる十分な知識・経験を有するこ

と。 
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3）認定のための項目 

調査リーダーは以下の項目をすべてクリアする必要があります。 

 

＜1＞市民調査実施 

①作業手順の習得、②同定技能の習得 

→市民調査での参加者の指導 

＜2＞情報発信 

わかりやすい説明、わかりやすいスライド等の作成 

→集会や勉強会での発表・講演 

 

●チェックリスト● 

□ 「干潟生物の市民調査」の意義を理解しているか。 

□ 干潟を中心とした生態学・環境学に関して十分な知識があるか。 

□ 市民調査の作業手順を習得しているか。また調査設計の意図を理解しているか。 

□ ガイドブックに掲載されている干潟生物を正確に同定できるか。 

□ 市民調査を主導して安全かつ迅速に進行できるか。 

□ 市民調査で取得されたデータを正確にまとめることができるか。 

□ 市民調査で取得されたデータを、図表を用いてわかりやすく発表できるか。 

□ 市民調査を円滑に主導できるか。 

□ 取得したデータを将来世代に活用できる形式で情報発信できるか。 

 

・市民調査は、 

①生態系モニタリングに活かせる活動であること、 

②低予算で実施できるため長く続けられる活動であること、 

③環境省モニタリングサイト 1000 等の専門家による調査を補強できること、 

④優占種や少数種を記録できる方法であること、 

などの特長があります。 

・調査リーダーが信憑性のある各地のデータを取りまとめることができれば、 

各地の生物相の比較ができます。 

 

★「干潟生物の市民調査」研修会で、調査リーダーになるために必要な「干潟生物の市民調査」

概論、「干潟生物の市民調査」方法概論、データ整理法、干潟環境論、干潟生物同定講義、デー

タ整理演習、プレゼンテーション実習、実技演習、干潟生物の写真撮影法・標本作製法などの講

座・実習を受けて修了することが必要です。 
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3．調 査 リーダーが活 躍 した 3 つの干 潟  

 

1）干潟調査者を絶滅危惧種にするな！ ～小櫃川河口干潟研修会・調査～ 

豊かで多様な生物が生息する東京湾の小櫃川河口干潟（千葉県木更津市）は、全国的に見て

も貴重な湿地帯の 1 つです。広い塩性湿地を伴い自然地形が良好に保存されているこの干潟は、

フトヘナタリ、ソトオリガイ、ウモレベンケイガニ、ハマガニの生息地となっています。干潟の現状を

正確に把握・記録することは、干潟を守る最初のステップです。 

 干潟調査で直面する大きな課題は、調査できる人材が少ないことです。そこで、わたしたちは調

査者人口を増やす試みとして、日本財団の助成を受けて、2010 年と 2011 年に「干潟市民調査法」

による小櫃川調査と研修会を開催しました。  

「干潟市民調査法」とは、8 名以上が 1 組となって干潟生物を探索し、それぞれの干潟生物を何

名が見つけたかによって、その海域での種の多様度や希少性を評価する方法です。この調査を

指揮する調査リーダーは、調査時に指導的な役割を担うほか、生物を正確に同定する技能やわ

かりやすく説明する技術が求められています。 

研修会では、干潟環境や調査方法、同定方法、データのまとめ方といった基礎について講義を

受け、実際に干潟に行っての生物採集や安全面の訓練を受けました。研修会での指導は、いま

までに鈴木孝男（東北大学）、風呂田利夫・木下今

日子・多留聖典・柚原剛（以上、東邦大学）、森敬介

（国立水俣病総合研究センター）の各氏に担当して

いただきました。 

研修会の受講者が、市民調査の主軸となって活

躍することができれば、干潟の環境保全に不可欠

な干潟調査者は、絶滅の危機から脱することがで

るでしょう。 

 
写真．研修会「上級者コース」のフィールド実習では講師か

ら様々な指導がなされた（2011 年 6 月 11 日） 
 

 

 

2）将来役立つ干潟生物の古文書をいま
．．

作る！ ～和歌浦・有田川河口調査～ 

「若の浦に 潮満ち来れば 潟をなみ 葦辺をさして 鶴（たづ）鳴き渡る」と万葉集に山部赤人が

詠んだ和歌浦（和歌山県和歌山市）でも、市民調査を 2010 年以降、4 回（2010 年 5 月 30 日、9 月

5 日、2011 年 5 月 1 日、9 月 25 日）にわたり実施してきました。この調査は今後も年 2 回のペース

で実施していく予定です。また、転石、塩性湿地など多様な干潟環境を持ち、極めて貴重なコゲツ

ノブエが多産する有田川河口干潟（和歌山県有田市）でも同様の調査を実施しています。 

調査結果の一部は、調査リーダーによりまとめられ、今後、学術誌に投稿される予定です。この

「干潟生物の市民調査」では、調査をやりっ放しにするのではなく、様々な立場の人々が、データ
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を自由に活用できるように情報発信することを心が

けています。 

東日本大震災後、防災について再検討するうえ

で、昔の地震のことを書いた古文書の価値が見直

されたといいます。今後、調査リーダーが主軸とな

って市民調査が実施され、まとめたデータが印刷さ

れれば、将来世代が自然環境保全のために活用で

きる正確な「古文書」を、いま
．．

作ることができます。 

 
写真．紛らわしい種の識別には、経験を積んだ「調査リーダ

ー」が適宜、助言することで、誤同定を防ぐ体制を採用した

（2011 年 9 月 25 日） 

 

 

 

 

3）生物分布の白地図を埋める！ ～八代海研修会・調査～ 

九州の八代海でも研修会と市民調査を実施しました。研修会は 2011 年 5 月 13 日～15 日の 3

日間、熊本県八代市大島町の緒方印刷所保養施設とその前の干潟を会場としました。1 日目に

は、調査手法の習得、干潟生物の同定訓練などを行ないました。参加者はウミニナ類やイソガニ

類など外部形態が類似する種の識別ができるようになりました。 

2 日目には、参加者が主軸となって市民調査を実施し、これには、広報誌などを見た一般の方

10 数名が協力してくださいました。参加者らは、調査で得られたデータを、その夜にパソコンに入

力し、翌日のプレゼン発表資料を作成しました。 

3 日目には、参加者は調査結果を関係者の前で発表し、講師陣からは発表方法についての指

導や、内容面の質問がなされました。この調査結果

の一部は、受講生によりまとめられ、今後、学術誌

に投稿される予定です。 

2012 年度も、このような研修会を数回開催して、

干潟調査ができる人材を育成することと、彼らが主

導して「干潟生物の市民調査」が実施され、八代海

周辺での生物相情報の蓄積が進むように支援する

ことが、わたしたちの当面の目標です。 

 

写真．貴重な干潟生物について専門家による解説がなされ

た（2011 年 5 月 17 日） 
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4．市 民 調 査 サポートセンター（仮 称 ） 

 

「市民調査サポートセンター」（仮称）とは、調査リーダーが、学会やシンポジウムで発表したり、

研究会誌や環境関係の記事を書いたりするために、彼ら/彼女らが独力では習得しにくいスキル

をサポートする組織です。 

また、必要に応じて有識者の紹介を行い、WEB 上で公開したデータを様々な立場にある利用者

と共有することで、自然環境保全の気運を高める機能をもちます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民調査サポートセンターによる情報共有システム 

3 

2 

4 
5 4 5 6

7 

8

市民調査 

サポートセンター 

有識者 

4

5

様々な人々 

データ公開 

（WEB）

6

7 

有識者 

4 

5 

1 

かけがえのない

自然環境 

2 

3 

調査リーダー

1．市民調査の実施、データの収集 

2．取りまとめデータの提出、レポートの作成、学会発表 

3．調査や取りまとめに係わるサポート、有識者の紹介 

4．協力依頼、取りまとめ方針の相談 

7．WEB の閲覧 

8．各者の立場に応じた自然環境保全への取り組み 

5．同定サポート、レポート原稿の校閲 

6．データチェックと公開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※この体制は 2012 年度から試行的にスタートし、2013 年度から本格始動する予定です。 
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Ⅱ．「干潟生物の市民調査」の手法 

『干潟生物調査ガイドブック～東日本編～』から転載 

 

１．調査道具 

・ポリ袋（各自2 枚ずつ）：中型サイズの密閉式ポリ袋が望ましい。採集した干潟生物を入れるの

に用いる。 

・スコップ（各自）：小型の園芸用スコップで頑丈なもの。あるいは大型のショベルでも構わない。

干潟を掘り返して干潟生物を探すのに用いる。8 人で調査を行った場合、スコップの大小は発

見種数に影響しないことが、試行調査から分かっている。 

・クーラーボックス（1 台）：干潟生物を入れたポリ袋を一時保管するのに用いる。好天の場合、

ポリ袋の中が熱くなりすぎないように、氷を入れたクーラーボックスに入れて冷やしておく。冷

やすことで、干潟生物が不活発になり、脚がちぎれたり食べられたりすることがなくなるという

利点もある。 

・フルイ（1 個）：台所用品のザルや家庭園芸用のフルイで、目合が 2mm 程度のもの。あるいは

魚用の白いすくい網やタモ網でも良い。干潟生物の名前を調べる際に、採集した泥まみれの

サンプルを海水ですすぐときに用いる。このためバケツに入るサイズが使い易い。 

・白いバット（2 枚）：A4 サイズくらいの底が平らな浅いトレー。フルイですすいだ干潟生物を入れ

る。 

・バケツ（適宜）：海水を入れたり、ものを運んだりするのに便利。 

・クリップボードと鉛筆：調査表に記録するのに必要。 

・その他：ピンセット、ルーペ、デジカメ、ゴム手袋など。 

・調査表：出現する可能性の高い種類をリスト化したもの。 

 

２． 調査時の服装 

・胴長（ウェイダー）：調査時には腰を下ろしたり、膝をついてかがんだりすることがあるので、泥

まみれでも大丈夫な胴長が最適である。しかし、砂地など底土の状況によっては長靴でもか

まわない。また、濡れるのを覚悟の上で、ジャージのズボンに地下足袋、ダイビング用のブー

ツもしくは使い旧したズック靴をはくのも良い（特に暑い季節には蒸れなくて良い場合もある）。

ビーチサンダルは、カキ殻で怪我をしたり、泥に埋もれて抜けなくなったりするので危険であ

る。 

・帽子：熱中症予防に必需品である。 

・手ぬぐい（タオル）：首に巻く。干潟を吹く風は意外に冷たい。また日射しの強い時は、首筋の

日焼けを防ぐ。また、何かの時に手や顔の泥を拭き取るのに使える。 

・その他：長そで、長ズボンが望ましい。軍手（ゴム手袋）は必要に応じて着用のこと。サングラ

ス（防護メガネ）は、ヨシ原で目を突かないためにもあった方が良い。 
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３．調査地点の設定 

・調査の対象となる、まとまりを持った干潟を「調査地域」とする。 

・調査地域がある程度の広がりを持っている場合は、その干潟を代表するような景観や特徴的

な生物の生息場所、あるいは環境の違いを考慮に入れて 2～3 ヶ所の異なる「調査ライン」を

設定する。 

・ひとつの調査ラインの潮間帯の幅が 100m を超える場合には、ライン上に 2～3 の「調査地点」

を設定するが、潮間帯の幅が狭い場合には、１調査地点として、歩き回ってカバーする。 

・植生帯が狭い場合にはひとつの調査地点に含めるが、まとまった広がりを持つ場合には、別

の調査地点とする。 

・調査地点に橋桁、コンクリート護岸、棒杭などが存在する場合、あるいは干潟にアマモやコア

マモが生育している場合、それらに依存して生息している干潟生物も調査対象に含める。 

・干潟を歩き回っての調査なので、軟泥が厚く堆積して、足が深く埋まって抜けなくなるような泥

干潟は対象としない（危険であり、効率が悪い）。 

 

４．調査の手順 

1)調査人数 

 調査は 8 名以上で行う。その中の１名あるいは他の１名が調査リーダーとなり、進行を管理す

るとスムーズに行く。 

2)ポリ袋 

 調査員はポリ袋 2 枚を持つ。誰の袋か分かるようにあらかじめ油性マジックインキで名前を書

き、1 枚には表層を表す「S」または「表」、他の 1 枚には底を意味する「B」または「中」を書き加え

る。 

3)調査範囲 

 1 調査地点につき、1 名あたりおおよそ 50m×50m の範囲で調査を行う。地表面の状況の異な

るところ（底質、硬軟、凹凸、転石、植生など）があれば探索し、なるべく多くの種類を発見するこ

とをめざす。 

4)表層探索（表在生物の調査） 

 はじめに、表層に生息する干潟生物の探索を 15 分間行う（計時係が笛を吹くなどして合図し、

正確を期すこと）。 

 底土表層を良く観察しながら歩き回り、発見した干潟生物を採集してポリ袋「S」に入れていく。

岩や石ころがあれば、すき間を探したり、石をひっくり返して探す。引きはがすのにスコップなど

を用いるのは良いが、掘返しは行わない。マガキなど固着性大型二枚貝で判別が確かな種類

については、採集せずに、紙片に鉛筆で種名を書き、ポリ袋に入れておくのでも良い。 

 調査を終えたら、干潟生物の入ったポリ袋の口を閉じ、クーラーボックスに入れて保管する。 

5)掘返し（埋在生物の調査） 
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 次に、底土中の干潟生物を探すために、小型スコップなどを用いて掘返しを 15 回行う。1 回の

掘返しはおよそ直径 15cm、深さ 20cm を目安に行う（大型ショベルならば 1 回の掘り起こしで充

分）。掘返しで見つけた干潟生物を採集してポリ袋「B」に入れていく。 

 水がヒタヒタ程度であれば調査に問題はないが、掘返したところに海水が流れ込むようになる

と、干潟生物の発見は困難になる。潮の動きに合わせて調査場所を変えていくようにするのが

望ましい。調査を終えたら、干潟生物の入ったポリ袋の口を閉じ、クーラーボックスに入れて保

管する。また、掘返したところはできるだけ埋め戻す。 

 

５．調査の留意点 

・本調査では、採集してポリ袋に入れられた干潟生物だけが、記録され、生息していたことにな

る。基本的には本体がなければ、存在していたことにはならない。 

・干潟生物本体が見つからない場合でも、種類の特定が可能な生活痕跡が認められた場合に

は、調査終了後、干潟生物調査表に、巣穴、棲管、糞塊、殻などと書き入れるようにする。こ

の場合、調査終了後に、可能な限り本体の発見に努めるのが望ましい。貝殻のみが発見され

た場合は、他の場所から波浪によって運ばれてきた可能性も大きいことから、基本的には無

視する。 

・使用した道具類は良く水洗いして完全に塩分を落としてから、陰干しにして保管しておく。 

 

６．同定と記録 

1)同定作業 

 調査が終了したら全員が集合し、各々のポリ袋の中の干潟生物をフルイに入れてすすぎ、泥

を落とす。それを白バットに移し、ガイドブックの種の説明を参照しながら全員で名前調べ（種の

判別）を行う。 

2)調査表への記入 

 同定できた種類は、各人が干潟生物調査表にチェックする。表面にいた生物は「S」または

｢表｣、底土中にいた生物は「B」または｢中｣として記録する。この場合、個体数の多い少ないは

無視する。調査表にない干潟生物が見つかった場合は、メモ欄あるいは欄外に種名を記録する。

種類が確認できるような生活痕跡（棲管や巣穴など）を見つけた場合は、それも記録する。 

3)標本作製 

 後ほど、専門家が確認のために標本を必要とする場合があるので、各種類とも数個体は固定

して保存しておくことが望ましい。同定が不確かな種類については、全てを固定する。固定には

80％のエチルアルコールを用いる。なるべく泥を取り除き、水気を切ってからポリ瓶の中のアル

コールに浸ける。ポリ瓶にはラベル（ビニールテープ）を付しマジックインキ（油性の黒色）で採集

年月日、採集地点、採集者名を書込む。紙片に鉛筆で上記のデータを書入れ、サンプルと一緒

にアルコール中に投入しておくのが望ましい。 
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７．データの整理と評価 

・1 調査地点について 8 人で調査を行った場合、8 枚の干潟生物調査表ができ上がるので、これ

を 1 枚にまとめる（調査地点の表）。表層（表在生物）と底土中（埋在生物）を区別する場合に

は 2 枚にまとめれば良い。ここでは、両者を一緒にして扱う。まとめ用の調査表を用意し、種

類（種群）ごとに、チェックの数を記録する。全員が採集していれば「8」、1 人だけの発見であ

れば「1」となる。数値の大きい方がより多く生息している種類である。 

・ひとつの調査地域内の複数の地点で調査を行った場合は、それぞれの調査地点の表を合算

し、調査地域全体の表にまとめる。 

・「調査地域の表」で出現した総種数が、その干潟の種多様性である。干潟生物調査表に掲載

されておらず、メモ欄に記入した種類も、種多様性の判定に含める。 

・「調査地域の表」でチェック数の多いものを優占種（全調査表枚数に対するチェック数の割合

が 70％以上）、中くらいのものを普通種（70％未満で 10％あるいは 2 以上）、それ以下を少数

種（10％未満あるいは 1）とする。 

・干潟生物調査表掲載種（東日本編は100種）のうち、出現した種の割合は、その海域内におけ

る生息場所としての重要性を表す指標となる。また、その割合を同じ季節にモニタリングして

いくことによって、干潟生物群集の劣化、あるいは充実の方向を確認できることになる。同様

に、環境改変があった場合には、それが干潟生物群集に及ぼした影響を明らかにすることが

できる。 

・海域ごとに干潟生物調査表を作成することで、個々の干潟の種多様性や生息場所としての重

要性を比較して評価することが可能である。 
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Ⅲ．調査リーダーの手引き 

1．準 備 編  

 

1)調査・研修会開催の予備知識 

 

①調査日時の設定 

●調査時期 

 調査を行う季節は、春から夏にかけてが適しています。春から夏は、梅雨時を除くと雨が少なく

気候が良いことや、気温が高く生物が活発に動いている様子が見られるためです。 

 

●調査日 

 調査日は、可能な限り大潮に近い日を選びます。大潮とは、潮の干満の差が最も大きくなる時

のことであり、ひと月に 2 回、新月あるいは満月の前後の約 3 日間に起こります。 

 

●調査の時間帯 

 １日のうちで、もっとも潮が満ちて水面が高い時を「満潮」、最も潮が引いて水面が低い時を「干

潮」と言います。干潟で研修会を行う場合は、潮が良く引いている時に行くことが大切です。潮が

引くほど、普段は水の中にある海底が目の前に現れるため、採集できる生物の種類や量が増え

ます。 

 干潟調査の時間帯は、干潮時刻の前後 1 時間位が良いと考えられますが、潮が満ちてくるスピ

ードは予想以上に速く感じられるものです。潮が満ちてくる前に同定・まとめの作業が終わるよう、

調査の開始は干潮時刻の 2 時間前位に設定するとよいでしょう。 

 

 （参考）大潮の日にち、干潮時刻を調べるには： 

・ホームページで調べる 

 気象庁や釣り情報のホームページなどで、潮汐表が公開されています。 

   気象庁： http://www.jma.go.jp/jp/choi/ 

   釣りの窓口： http://www.saltwater.jp/ 

 

・潮汐予測ソフトで調べる 

 個人のホームページなどで、潮汐予測ソフトをダウンロードすることができます。 

   Fishing Me： http://fmie.cside7.com/ 

 

・潮汐表を入手する 

 釣具店などで潮汐表を入手できます。また、釣り新聞にも潮汐の情報が載っています。 
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●現地の漁業協同組合への連絡 

 多くの場合、干潟には漁業権が設定されており、地元の漁業協同組合（以下、漁協と記す）によ

ってアサリなどの稚貝放流や潮干狩り場の管理、清掃活動などが行われています。そのため、そ

のような場所で調査を行う場合は、潮干狩りが目的ではなくても、事前に連絡をして漁協の了解を

得ておく必要があります。場所によっては、「許認可申請」という正式な手続きが必要になったり、

稚貝の放流場所を避けるなど場所を指定されたりすることもあります。これは、漁協により異なる

ので、まずは干潟を管理している漁協に問い合わせ、指示を仰ぎましょう。 

 

  
（参考）近くの漁協について調べるには： 

 

 

 

②事前に必要な手続き 

●保険加入の手続き 

 調査日当日、参加者やスタッフが事故やケガをすることも想定されます。こうした万が一の事態

に備えて、保険に加入しておくことが必要です。 

 参考までに、日本国際湿地保全連合が干潟生物の市民調査を行う際には、通称「行事保険」と

呼ばれる「ボランティア行事保険」に加入しています。これは、社会福祉法人全国社会福祉協議会

が運営する保険です。行事保険の申し込みは、市区町村の社会福祉協議会を通して行います。

保険加入にあたっては、「市民活動の一環として非営利の団体が主催する行事」であるなど、一

定の条件があるため、行事保険の利用を検討する場合は、最寄りの社会福祉協議会に問合せる

と良いでしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この項は、特に次のホームページを参考にさせていただきました。 

国土交通省中国地方整備局宇部港湾・空港整備事務所「宇部港湾総合学習コンテンツ 干潟の環境学習ガイド 

  ブック 2005」1-(1)-②干潟に行くための準備： http://www.pa.cgr.mlit.go.jp/ube/gakusyuu/c3.html 

（参考）ボランティア行事保険について調べるには： 

 漁業協同組合の一覧（JF全漁連）： http://www.jf-net.ne.jp/jf-net/group/group_index.html 

 漁業協同組合の一覧（JF全漁連）： http://www.jf-net.ne.jp/jf-net/group/group_index.html 
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2)事前準備 進行チェックリスト 

担当（担当者名） 
✔ 項目 

調査リーダー 事務局 
備考 

【3 ヶ月前～1 ヶ月前】 必須：主担当 

サポート：補佐 

 

 企画立案、コンセプトの具体化 必須(      ) 必須  

 調査手法、指導技術の習得 必須(各自)  ･DVD『干潟市民調査の方法』を使用 

 調査地の下見・生物の確認 必須 サポート ･各種図鑑、『干潟生物調査ガイドブッ

ク』等を使用 

 参加者の募集  必須  

 漁協との調整  必須  

 研修所、宿泊所の手配  必須  

【1 ヶ月前～1 週間前】 

 参加者の決定・保険加入手続き  必須 社会福祉協議会のボランティア保険等

 参加案内の送付（1 回目）  必須  

 道具の調達管理・調査票のコピー 必須(      ) サポート  

【1 週間前～直前】 

 参加案内の送付（2 回目）  必須  

 調査リーダーの配属、役割の確認 必須(      )   

 道具の発送 必須(      ) サポート ･特に航空便を利用する場合は、天候

により配達が遅れる可能性もあるの

で、数日の余裕をみておく 

 研修所、宿泊所、保険手続き完了の確認  必須  

【終了後】 

 活動展開の方針確認 必須(      ) サポート ･データの集積・利用方法や、事業対

象地域、人材育成の方法などについ

て、当日を振り返り、確認を行う 

 課題整理 必須(      ) サポート ･実施後の反省と改善点、改善方法の

整理を行う 

 データ･写真の整理 必須(各自) サポート  

 調査結果の見直し、表現方法の再検討 必須(      )  ･助成金事業の場合は、事務局に情報

提供する 

 事業報告  必須  

 成果発表 必須(      )   
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3)持ち物チェックリスト 

✔  品目 数量 備考 

【現地研修会】   

■1. 事務局・運営（必須の持ち物） 

 1 「干潟生物の市民調査」 

調査リーダーの手引き 2011 

事 務 局 ス

タッフ数 

･本誌 

 2 研修会参加案内（詳細） 参加人数 ･当日の詳細スケジュール、連絡事項などを

記載したもの。 

･事前に送付した場合でも、当日参加者全員

の手元にあるよう、印刷・配布する 

 3 保険手続き証 1 枚 ･「1)調査会開催の予備知識」参照 

 4 参加者名簿（簡易なもの） 2 枚 ･点呼用 

 5 「干潟生物の市民調査」事業

の関連資料一式 *[注 1] 

適宜 ･事業に関する学術記事や雑誌記事のコピ

ー。メディアの取材対応や、興味のある参加

者に配布する 

 6 デジタルカメラ 1 個 ･記録用 

 7 宅配便伝票 各 2 枚 ･返送荷物の発送に使う。支払い方法に応じ

て、元払いもしくは着払い伝票を用意する 

 （*8～13 は[図 1]に写真あり） 

 8 ガムテープ 1 巻き ･返送用荷物の梱包に使う 

 9 油性ペン 1～2 本 ･備品や発送物に名前を記載するのに使う。

色分けできるよう 2 色あるとよい 

 10 ビニールテープ 1 巻き ･色は白、幅 1.5cm 程度がよい 

･数センチに切って、備品のラベルとして使う 

■1. 事務局・運営（その他、あると便利な持ち物） 

 11 ゴミ袋 数枚 ･ゴミを入れるほか、返送用荷物で水濡れし

たものを仕分けて入れるなど、多用途。レジ

袋で代用可。･45ℓ程度のものが便利 

 12 ぞうきん 数枚 ･調査用具洗浄後、水気を拭き取るなど、濡

れたものを処理するのに便利 

 13 拡声器 1 個 ･アナウンスなどに使う。特に、参加者が大勢

で声が通りにくいことが想定される場合はあ

るとよい 

■2. 採集道具（必須の持ち物）  

 （*1～5 は[図 2]に写真あり） 
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 1 生物採集用ビニール袋(チャッ

ク付き)  

調査班ご

と の 参 加

人 数 ( 通

常 8～10

人 程 度 )

×2 枚 

･たとえば「ジップロック」の「中」サイズ(約

18cm×20cm)程度のサイズが適している 

・生物採集後、参加者各自で表層生物・埋在

生物に分けて入れる。 

・事前に通し番号と表在生物・埋在生物の別

を記入しておく。 *[図 3]に写真あり 

 2 スコップ   参加人数 ･調査手順 2「掘返し」時に使う 

■2. 採集道具（その他、あると便利な持ち物） 

 3 クーラーボックス  調査班数 ･採集した生物を保管 

 4 氷・保冷剤など 適宜 ･クーラーボックス内を低温に保つために使

う。使う前に冷やしておく 

 5 ホイッスル 適宜 ･調査終了の合図や注意喚起に使う 

■3. 同定・記録道具（必須の持ち物）  

 （*1～5 は[図 4]に写真あり） 

 1 『干潟生物調査ガイドブック』 10 部程度  

 2 「実物大ラミネート図鑑 （フィ

ールド携行用下敷きセット）」 

10 部程度 ･「巻貝類」・「二枚貝類」と「カニ類」・「甲殻類

とユムシ、ホシムシ・ナマコ類」の 2 枚セット 

 3 調査票 参加人数 ・出現する可能性の高い種類をリスト化した

もの 

 4 仕切りのついたトレー 参加人数 ･同定の際、参加者が各自生物を分類して入

れる 

･*[図 6]のような使い捨て弁当箱が適してい

る。生物を分類する仕切りのほか、生物が逃

げないようにするふたがあるため 

 5 白いバット 2～4 個 ･調査リーダーが、希少種や優占種などにつ

いて、調査に参加した人全体に向かって解説

をするときに使用する 

 （*6～13 は [図 6]に写真あり） 

 6 バケツ 適宜（1～

5 個程度）

･同定後の生物を干潟に戻すまで入れたり、

用具を洗うのに使う 

 7 鉛筆 参加人数 ･調査票記入に使う 

 8 クリップボード 参加人数 ･調査票記入台として使う。数が足りない場合

は、下敷きで代用することも可。その場合、調

査票が風で飛ばされないよう、下敷きと留め

ておくクリップを用意する 
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 9 ルーペ 1～3 個程

度 

･同定の細かいポイントを見分けるために必

要 

■3. 同定・記録道具（その他、あると便利な持ち物） 

 10 フルイ 参加人数 ･泥と分けて生物を取り出すのに便利 

 11 ピンセット 参加人数 ･小さな生物の取り扱いに便利 

 12 エチルアルコール 適宜 ･希少種や判別の難しい生物の固定のため 

 13 サンプル瓶 適宜 ・標本の保管のため 

■4. 各自の持ち物                       ※すべて必須の持ち物 

 1 調査用の履物・・・胴付き長

靴、ダイビング用のブーツもし

くは使い古したズックなど 

各自 ･貝殻などで足を切ることのないよう、ビーチ

サンダルは避ける 

 2 調査用の服装・・・動きやすい

服装。長袖・長ズボンが望まし

い。タオル・手ぬぐいが 2 枚程

度あると良い。 

各自 ･タオル・手ぬぐいは、日よけとして使ったり、

汗をぬぐう、水を拭くなど多用途。 

 3 帽子 各自 ･熱射病を防ぐ 

 4 雨具 各自 ･カッパとカサの両方あるとよい 

 5 健康保険証 各自 ･急病時に病院にかかれるように 

【室内研修会】（必須の持ち物）   

 1 干 潟 生 物 市 民 調 査 法 解 説

DVD 

1 枚  

 2 延長コード 1～2 個 ･参加者がデータ集計などを行う際、一度に

多数のパソコン等の機器をつなぐことや、電

源と使用場所が遠い場合が多いため、必ず

持っていく 

 3 ノートパソコン 1 台 ・採集した生物のデータを入力したり、講義の

パワーポイントを写す際に使用する 

【室内研修会】（その他、あると便利な持ち物） 

 4 プロジェクター  1 台 ・講義形式の研修で大人数の時、パワーポイ

ントを使う場合は必須。少人数の場合はパソ

コンのスクリーンで代用することも可 

 5 レーザーポインター、または指

し棒 

1 個  

 6 スクリーン 1 枚 ・白い壁で代用も可 

 7 顕微鏡 1 台  
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 8 USB スティックメモリ 1 個 ・データ受け渡しに使う 

     

【救急箱】  ※すべて必須の持ち物 

 1 ばんそうこう 1 箱  

 2 消毒薬 1 本  

 3 虫除けスプレー 1 本  

 4 かゆみどめ（抗ヒスタミン） 1 本  

 5 化膿どめ（ステロイド剤） 1 本  

 6 ガーゼ・脱脂綿 適宜  

 7 三角巾・包帯・固定テープ 各 1  

 8 紙テープ 1 まき  

 9 はさみ 1 本  

 10 とげ抜き 1 本  

 11 体温計 1 本  

 12 粘着型解熱シート 4 枚  

 13 急速保冷剤 2 パック ・袋を強くたたくと急冷するもの 
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[図1] ■1. 事務局・運営 8～13 　　　　　 [図2]　■2. 採集道具 1～5

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[図3] 生物採集用ビニール袋　記入例 [図4]　■3. 同定・記録道具 1～5

[図5] 　■3．同定・記録道具 6～13 　　　　　 [図6] 「仕切りの付いたトレー」の例

[注１] 「干潟生物の市民調査」事業 既存関連資料（2011 年 11 月現在）   

＜パンフレット＞ 

鈴木孝男ほか編（2009）「干潟のいきものをさがしてみよう」． 

＜冊子＞ 

佐々木美貴（2009）平成 21 年度第 24 回 TaKaRa ハーモニストファンド活動助成報告冊子「市民参加型干潟調査手

法の普及と調査の実践」. 

Suzuki, T & Sasaki, M. 2010. Civil procedure for researching benthic invertebrate animals inhabiting tidal flats in 

eastern Japan. Plankton and Benthos Research Vol. 5, supplement: 221-230.  

＜関連レポート＞ 

中川雅博・佐々木美貴（2010）干潟の生物多様性を守る. 國立公園, 685, 7-10. 

中川雅博・柚原剛・鈴木孝男・古賀庸憲（2010）和歌山県有田川河口における『干潟生物の市民調査』の実施. 関

西自然保護機構会誌, 32（2）, 131-140. 
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2．当日編 

 

1)当日の進行・役割分担チェックリスト 

時間 【現地】 調査リーダー 

（担当者名） 

事務局 備考 

 集合・受付・参加費徴収 補助（   ） 必須  

 全体説明 必須（   ） 補助 ・干潟環境について 

・市民調査とは 

・調査の意義 

・講師、リーダーの紹介 

・終了時刻の目安 

 各班説明 

 

必須（各班リー

ダー：   ）

 ・スケジュールの全体像 

（1表層探索、2掘返し、3

同定） 

・安全面の指導 

 1「表層探索」の説明 必須（   ）   

 採集袋の配付   ・点呼を兼ねる 

 開始 5分後：アナウンス   ・探索のコツを個別に指導

・採集の対象が特定の生物

種群に偏らないように注

意喚起 

 開始 10 分後：アナウンス   ・終了 5分前を知らせる 

 採集袋の回収   ・点呼を兼ねる 

 2「掘返し」の説明 必須（   ）  ・終了時刻の目安 

 採集袋、スコップ等の配

付 

  ・点呼を兼ねる 

 開始 10 分後頃：アナウン

ス 

  ・掘返しのコツを個別に指

導 

・採集の対象が特定の生物

種群に偏らないように注

意喚起 

・表層探索で採集できなか

った表在生物がいれば採

集袋に入れても良い。 

 開始 15 分後頃：アナウン

ス  

  ・終了した参加者には、終

了していない参加者の補
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助を促す。 

 採集袋・スコップ等の回

収 

   

 スコップ等の数量の確認   ・点呼を兼ねる 

 ３「同定」の説明 必須（   ）   

  記録用紙、教材、バット

類の配布 

   

  表在生物の同定    

  埋在生物の同定    

  同定困難種の対応   ・専門家を招聘していると

きは指示を仰ぐ。 

・それ以外の場合は、調査

結果の信憑性を確保でき

る対応を取る。 

  記録用紙等の回収   ・必要事項が記入されてい

るか確認 

 （調査結果の集計） 必須（   ）  宿泊型研修会の場合は、後

の工程で実施しても良い。

 全体説明、講評 必須（   ）   

 班別の結果発表 必須（   ）   

 集合写真  必須  

 解散の挨拶 必須（   ） 補助  

     

 【室内】    

 後片付け、道具の数量確認 必須（   ） 補助  

 調査データの入力 必須（   ）   

 調査結果の考察 必須（   ）   

 調査結果の発表 必須（   ）   
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2)調査リーダーによる進行例 

 

※2010 年度調査リーダー研修会修了者作成 

【干潟市民調査研修会 調査リーダーによる進行例】 

開始からの

時刻 

調査リーダー 

のうごき 

参加者 

のうごき 
留意点 

集合と調査前の説明 

0:00 「皆様、お集まりください。本日は、お忙しいなか、『干

潟生物の市民調査』にご参加くださいましてありがと

うございます。皆様にとって、身近であり、縁遠くもあ

る、干潟での調査をこれから始めます。 

 

 わたしは、今回、この調査をサポートさせていただく

サポートサポートと申します。△△大学で干潟生物の

調査を実施しています。ぜひ、皆様にはたくさんの種

類を採集していただきたいと思います。わたしも初め

て見る生物と、今日、見つけることができるのではな

いかと思い、楽しみにしてきました。どうぞ、よろしくお

願いいたします。」 

 

･ポリ袋を配布する 

「それでは、まず調査に必要な道具を配布します。ポ

リ袋 2 枚をお渡しいたします。 

道具はいきわたりましたでしょうか？ 

袋には S･B と書かれたものが１枚ずつあるか確認し

てください。また、それぞれ番号が書いてあると思い

ます。 

 

それが皆さん一人ひとりの番号になるので、忘れな

いようにしてください。」 

･集合、簡単な

自己紹介など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

･ポリ袋 2 枚を

受け取る 

 

･各自、ポリ袋

S(表)･B(中)の

確 認 、お よび

サンプル番号

の確認。 

･名簿を利用

し受付、出席

状況を確認し

ておく 

 

･参加者の服

装、持ち物な

どをチェックす

る 

 

 

 

 

･書き漏らしが

ないか確認。

あればその場

で油性ペンで

記載する 

 「今お渡しした袋について簡単に説明いたします。 

S の袋は、時間を決めて表面にいる生物を探して入

れてもらいます。Surface の S の意味です。 

B の袋は、15 回掘返し作業を行ってもらいます。こち

らは、Bottom の B の意味です。 

どちらも、より多くの種類の生物を探してください。2

･調査リーダー

のレクチャーを

受ける 

･ 調 査 リ ー ダ

ー は 、 ス コ ッ

プ、バケツ、ク

ー ラ ー ボ ッ ク

スを持って調

査地へ移動 
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種類の調査を行うのには理由があります。 

 

干潟の生物は種類によって、様々なところに生活し

ています。この 2 種類の調査を行うことによって、

様々な種類を見つけることが可能になります。 

例えば、フジツボは壁にくっついていたり、アサリは

土にもぐっていたりします。この干潟にも、よく見ると

様々な環境が存在しています。そういったところにも

着目して生物を探してください。それでは、調査場所

に移動しましょう。」 

･ 複数 班あ る

場合は、リー

ダ ー が 誘 導

し、参加者が

迷わないよう

にする 

 

 (調査場所に移動）     

 ･手順を説明する 

「もう一度調査の方法についてご説明いたします。行

う調査は 2 種類です。1 つは、表層探索です。干潟の

表面にいる生物を歩き回って『S』と書かれた袋に入

れます。これは 15 分間行います。15 分たったら、ま

たこのクーラーボックスの周りにお集まりください。2

つ目の調査は、穴を掘ってその中にいる生物を採集

します。15 回あちこちで穴を掘って、を『B』と書かれ

た袋に入れてください。」 

  ･人数確認 

･ゆっくりとわ

かりやすく、簡

潔に説明 

  

･なるべく多くの「種類」を見つけることを目標にする。

「どちらの調査でも多くの種類を見つけてください。干

潟でも岸のほう、沖のほうでは住んでいる生物は変

わってくると思います。あちこちを歩き回って、様々な

種類の生物を見つけてきてください」 

  

･ 数 で は な く

「種類」を見つ

け る こ と を 十

分に伝える 

STEP1：表層探索 

0:30 「まずは、表面にいる生物の採集です。1 人大体 50ｍ

四方が調査範囲です。大体、岸から向こうの 3 本目

の杭あたりまでです。 

生物を見つけるコツですが、石の下にはカニが隠れ

ていることがあります。また、このアオサという海草に

はヨコエビの仲間が付着していることがあります。他

にも、カワザンショウガイの仲間ですが、1mm ほどの

大きさしかありません。こういった生物は非常に小さ

いので、よく目をこらして見つけてください。 

生き物かどうか迷ったときは、ひとまず袋に入れてく

･調 査範囲の

確認 

 

･ 生 き 物 の 見

つけ方のレク

チャーを受け

る 

･調査範囲は

具体的に示す

･実演して、探

索のポイント

を説明する。

ヨコエビ、カワ

ザ ンショ ウガ

イの仲間など

は 小 さ い の

で、本物をそ

 23



ださい。 

それでは15分したら笛を吹くので、それまで歩きまわ

って見つけた生物を採集してください。集合場所はこ

のクーラーボックスのところです。それでははじめてく

ださい。」 

の場で見せる

と効果的 

  (調査開始）     

  ･時間管理、調査者の安全管理 

･終了、笛を吹く 

･作業中の写真撮影 

･表層探索 ･参加者に声

かけをして探

索の補助をす

る 

STEP2：掘返し 

0:45 ･表層探索で得たものをクーラーボックスにいれる 

「生物を入れた袋をクーラーボックスに入れてくださ

い。自分の番号を必ず覚えてください。」 

･表層探索では得られた生物を入れた袋を回収した

人に、中に何も入っていない掘返し作業用の袋とス

コップを渡す 

･ 表 層 探 索 で

得 た も の を ク

ーラーボックス

にいれる 

･スコップを受

け取る 

･袋の数の確

認 

 

 

  ･再度手順の説明を行う 

「次は、掘返し作業です。あちこちで 15 回穴を掘って

見つけた生物を『B』のポリ袋に入れてください。 

穴を掘るときは、直径15cm、深さ20cm位を目安に行

ってください。大体これ位です。穴を掘るときには、こ

のような穴の開いているところを狙うと生物を見つけ

やすいです。（実演）こうした、生き物のいそうな場所

を狙ってください。 

 また、ずっと同じところを掘り続けても生物は見つか

りにくいです。掘ってすぐが勝負になります。 

穴を掘っても生き物がいないことがあるかもしれませ

んが、それはそれで構いません。サクサクと穴を掘っ

ていくようにしてください。」 

･掘返し作業の

レクチャーを受

ける 

･実際に、穴を

掘って実演 

 

･穴の大きさ、

掘る箇所のポ

イントを説明 

  「14:30 位を目安に、生物を見つけてください。できる

だけたくさん見つけるようにしてください。」 

 

「最後に、もう一度安全面の連絡をします。あちらの

箇所は、一度はまると抜け出しにくいところです。で

すから、気をつけてください。万が一、足が取られた

 

 

･「サポートサ

ポート時位ま

でに」とある程

度時間を区切

る 
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ら、恥ずかしがらずに、大きな声を出して、助けを求

めてください。 

掘返し作業が終わったら、またこのクーラーボックス

まで戻ってきてください。それでは、掘返し作業を始

めてください。」 

 

※想定される質問「掘返し作業をしている途中に、泥

の上にいままで採集していない生物がいたらどうしま

すか？」→「それも、採集して袋に入れてもらっても構

いません。この貝とこの貝は同じ種類かなぁ、違う種

類かなぁ、と迷ったときも採集して袋に入れておきま

しょう。この干潟にどのような生物がいるかを調査し

ていますので、多くの生物を取るようにしてくださ

い。」 

0:50 (調査開始）     

  ･調査者の安全管理 

･参加者に声かけをして探索の補助をする 

･掘返し探索  

  ･大体 15～30 分を目安にする   ･写真撮影 

1:05 (調査終了）     

  ･笛を吹く 

･サンプルをクーラーボックスに回収する 

「採集した生物はクーラーボックスに入れてください。

これで採集は終わりです。それでは、施設に移動し

て、今見つけた生物に名前をつけましょう。」 

･スコップの泥や服の泥は、その場の水辺で軽く洗い

流す 

･サンプル収納 ･ サ ン プ ル 数

の確認 

･参加者の安

全および人数

確認 

  ･同定場所、洗い場に移動する 

「こちらで、胴長の泥や使用したスコップを水洗いして

ください。洗ったものは、こちらの壁に立てかけてお

いてください。」 

･洗い物をする   

STEP3：同定と記録 

1:20 「採集調査お疲れ様でした。これから生物に名前をつ

ける“同定”という作業を行います。まず各自道具を

取りに来てください。道具はバット、ピンセット、調査

表、クリップボード、鉛筆、図鑑です。」 

 

･ 道 具 一 式 を

受け取る 
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･バット、ピンセット、調査表、鉛筆、図鑑の配布 

1:30 (説明）     

  

･ソーティング、同定の説明をする 

「道具は手元にそろいましたか？これから行う作業に

ついて説明します。はじめに、白いバットに『S』の袋

の中身を出してください。 

このサンプルの中に、貝殻など生き物以外があった

場合は取り除くが別にしておいてください。」 

･各自メモなど

を取る 

･配布物の確

認 

･手順を丁寧

に説明 

  

･図鑑をみて、チェックリストに採集した生物を S と記

入する 

「図鑑や下敷きを使用し、生物の名前を調べます。必

要に応じて、こちらにルーペがあるので、これを使用

してください。 

名前がわかったら、お配りした調査票の生物の名前

の横に“S”と記入してください。 

S の記入が終わったら、一旦リーダーのチェックを受

けてください。それが終わったら、生き物を元の袋に

戻してください。」   

･誤同定を防

ぐため、リーダ

ーによるダブ

ル チ ェ ッ ク を

受けるよう指

示 

  

･終わったら、同じことを「B」の袋でも行う 

「同じ作業を『B』の袋でも行ってください。泥がひどい

場合には、フルイにサンプルをいれて、バケツの水で

泥をふるってください。こちらにありますので、各自利

用してください。 

生物名が分からなかったら、遠慮なくリーダーに聞い

てください。」   

 

1:40 (ソーティング、同定）     

  ･サンプル配布 

「それでは皆さんの袋を取りに来てください。必ず自

分のものを取るようにしましょう」 

･底 生動物が

入った袋の受

け取り 

･必ず自分が

採集した底生

動物が入った

袋をとるように

言う 

 

  

･同定の手伝いや質問などを受け付ける 

･作業中の写真撮影 

･ ソ ー テ ィ ン

グ、同定作業 

･同定に間違

いがないか複

数名で確認  

 26



まとめと解散 

2:40 ･調査表を受け取る 

「書き終わった調査票は私に提出してください。提出

した人から、道具の片づけを行ってください。 

使用したピンセット、バット、容器(お弁当箱）は真水で

洗って、ここにある雑巾で水気をとって前の机に置い

てください。図鑑や筆記用具も、こちらの机に置いてく

ださい。」 

･調査表提出 

  

  ･終わった人から、調査道具の片づけるように指示す

る 

 

･片づけ ･洗い場なども

指示 

  ･片づけが終わったら、全員を一度集める 

「最後にまとめを行いますので、こちらにお集まりくだ

さい」     

  ･今回の調査の傾向や出てきた生物の紹介、まとめ

をする 

「まずは調査お疲れ様でした。初めて調査したという

方もいらっしゃいましたが、干潟とはどういった場所な

のか少しおわかりいただけましたでしょうか？ 

本日の調査の結果ですが、サポートサポートを見つ

けた方が非常に多かったように感じます。実はこれは

外来種です。この干潟では外来種が増えつつあるの

かも知れません。 

また、非常に珍しい△△を見つけた方もいらっしゃい

ました。こちらは近年生息数が少なくなっている種で

す。他にも様々な生物を見つけることができました。 

今日のデータはまとめてみなさんにメールなどでお送

り、HP 上に発表したいと思います。 

ではこれで、本日の調査を終わります。ご協力ありが

とうございました。最後に集合写真を撮りたいと思い

ます。××さんを中心にお集まりください。」 

･ そ れ ぞ れ が

見つけた珍し

い も の 、 特 徴

的なものを公

表したり、個人

の感想を発言

したりしてもら

う 

 

 

･参加者が同

定作業をして

いる間に、ど

のような干潟

生物が見つか

っているを大

体把握する 

 

 

3:00 ･集合写真撮影 

･「これで調査は終了です。本日はお疲れ様でし

た！」 

･集 合写真撮

影 

･解散 

･調査道具が

そろっている

か最終チェッ

ク 

  ･終了     
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3)記録の注意点 

 

【写真】 

・写真は、同じ被写体でも 2～3 枚撮影しておくと良い。（報告書やホームページでの公開のほか、

各種の発表会や印刷物への使用を想定。） 

・画像の使用に関しては肖像権などを考慮する必要がある。できれば、当日、報告書などで写真

を使用する旨をアナウンスし、問題がある場合は名乗り出てもらうと良い。 

・ホームページでの使用など、個人名が特定できない写真の方が良い場合もある。顔が判別しに

くいよう、遠方から引いて取ったり、後ろから取ったものがあると良い。 

・次のページに、撮影しておくと良い写真のチェックリストを掲載した。 

 

【その他】 

・実際の参加人数を計数し、記録する。 

・地元の干潟観察会と合同で「干潟生物の市民調査」を実施し、前者の中から当日に有志の参加

者を募る場合には、後者の参加者について、名前と連絡先を聞き、名簿を作成する。これは、

市民調査の報告のためだけでなく、事後の参加者募集などのためでもある。 
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【写真チェックリスト】 

✔ 項目 必要度 枚数 備考 

【集合と調査前の説明】 

 現地での全体説明 必須 1  

 班別の説明 必須 数枚 ･各グループそれぞれを撮影する 

 集合･受付風景 適宜 1  

【調査】 

 班別の調査風景 必須 数枚 ･対象者、角度を変えて数枚 

 表層探索 必須 1  

 掘返し作業 必須 1  

 班別の調査地風景 適宜 数枚 ･異なる生息環境のものを数枚 

【同定と記録】    

 同定作業 必須 1  

 生物写真 必須 数枚 ･主要なもの、希少種を中心に数種類

 専門家による同定補助 適宜 1  

【まとめと解散】    

 現地での結果発表 必須 1  

 集合写真 必須 数枚  

【宿泊型研修会】    

 講習会 必須 1  

 調査データの入力 必須 1  

 調査結果の発表 必須 1  

 懇親会 適宜 数枚  

 調査結果の考察 適宜 1  
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Memo 
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Ⅳ．研修会で使用した講義資料 

1．「干潟生物の市民調査と人材育成」概論 

 

表紙のスライド 

 「干潟生物の市民調査と人材育成」の研修会にご参加くださりありがとうございます。リアルタイ

ムでこの講義をお聴きの皆さんはもちろんのこと、この『調査リーダーの手引き 2011』で自習をさ

れている方も、18 枚のスライドを用いた講義にしばらくお付き合いください。 

 「干潟生物の市民調査と人材育成」概論では、このプロジェクトの狙いを話します。この研修会を

経て、これから皆さんにどのようなスキルを習得していただきたいか、この研修会でどのようなこと

をするのかをお伝えします。 

 1 枚目のスライドの写真は、どこの地域を撮影したものかご存知の方はいらっしゃいますか？こ

こは熊本県の羊角湾という天草下島の南側、東シナ海に面した湾です。リアス式海岸の入り組ん

だ海岸線が「角（つの）」のように見えることからこの名前がついています。 

 この湾の奥、すなわちこの写真で手前に広がる干潟には、塩性湿地、砂干潟、泥干潟、海草の

繁るアマモ場など、豊かな自然が残され、それぞれの環境に適した多くの生物が暮らしています。

「塩性湿地」というのは、内湾や河口など波の弱い場所に、泥や土がたまってできた湿地のことで

す。 

 生き物の種類は有明海の干潟と似ています。ただし、有明海ではすでに絶滅したり、減少したり

してほとんど見られなくなった生物もここでは多く生き残っています。つまり、この羊角湾は、「希少

種の宝庫」であり、全国的に見ても貴重な干潟といえます。 

 

スライド 2 

 貴重な干潟、かけがえのない自然環境を、将来世代に伝えることは私たちの重要な役目です。

また、環境保全に役立つ情報をさまざまな立場の人が共有することが大切です。そのためには、

何よりもまず、干潟の現況を知っておく必要があります。 

しかし、干潟生物の調査をできる人が不足しているという困った問題があります。多くの干潟の

生物が絶滅に瀕していますが、干潟調査者もまた、「絶滅危惧種」になっていると言うのです。こ

れでは、干潟環境のいま
．．

を、正確に伝え、対策を講じることができません。さりとて、そのまま問題

を放置するわけにもいきません。 

 「干潟調査を絶滅危惧種にするな！」が、このプロジェクトを始めたきっかけです。 

そこで、私は、なぜ干潟調査者が不足しているか、と学生や教員、環境NGOの皆様に聞いて回

りました。すると、大きな課題が 2 つあることがわかりました。1 つ目は、使い勝手の良い「教材が

不足している」ということであり、2 つ目は初心者レベルと専門家レベルの隙間を埋める適切な「研

修会が不足している」といったことです。 
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スライド 3 

 そこで、日本国際湿地保全連合（Wetland International Japan: WIJ）では、スライドに示した場所

で研修会を開催し、その成果として、次以降のスライドでも紹介する「干潟生物の市民調査」を実

施してきました。 

 

スライド 4 

「干潟生物の市民調査」とは、8 名以上が一組となって干潟生物を探索し、それぞれの干潟生

物を何名が見つけたかによって、種の多様度や希少性を評価するものです。この方法は、一般の

人たちが主体となって実施可能で、採集された干潟生物の同定については、あとで説明するする

一定の訓練を受けた「調査リーダー」、あるいは専門家の協力を得れば、専門家による調査を補う

ことができる特長を備えています。 

市民調査の手順は「表層探索」、「掘返し」、および「同定と記録」の 3 つから。表層探索では、各

調査者は 15 分間に、できるだけ多くの種類の底生生物を探し出すことをめざして採集を行ないま

す。掘返しでは、参加者が 15 個の穴を掘ることで生物を採集します。同定と記録では、『干潟生物

調査ガイドブック～東日本編』などを活用します。 

 

スライド 5 

「干潟生物の市民調査」は、「調査リーダー」と呼ばれる指揮者によって実施します。調査リーダ

ーは、調査時に指導的な役割を担うほか、生物を正確に同定する技能やわかりやすく説明する技

術が求められます。これらの技術を習得するために、事前に今回のような 2 泊 3 日の研修会に参

加する必要があります。この研修会では、干潟環境や調査方法、同定方法、データのまとめ方と

いった基礎的な知識を身につける講義を受けるほか、実際に干潟へ行っての生物採集や安全面

の指導も受けます。 

 

スライド 6 

 このスライドは調査リーダー研修会の様子を示したもので、研修生は、現場で、干潟生物を手に

しながら、有識者による「生きた講義」を受講します。ここでの目的の 1 つは、「干潟生物を同定で

き、企画・開催した研修会の参加者にわかりやすく説明できる能力を身につけること」です。 

 

スライド 7 

 このプロジェクトで、私たちは、どのような人材を育てたいか、つまり皆さんにどのようなスキルを

身につけていただきたいか、を確認しておきます。 

 前のスライドでもお伝えしたとおり、一言で言えば、干潟生物を同定でき、うまく説明できる人材

をつくりたいのです。具体的には、1）市民調査を企画・運営したり、指導したりできることと、2）市

民調査で得られたデータを適切にまとめて情報発信できること、を目指しています。 

 この 1 つ目の目標を達成するために、皆さんはまず、①「干潟生物の市民調査」の手法を習得し
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てください（→鈴木孝男先生の講義資料「干潟生物市民調査の方法」を参照）。そしてつぎに、②

干潟生物の同定技能を習得してください（→多留聖典先生の講義資料「底生生物の種同定と記

録の方法」を参照）。そして、習得した知識や技能を「干潟生物の市民調査」の場で使って、自分

のものにしてください。 

 さて、市民調査をやってせっかくデータを集めても、発表しなければ、あまり意味がありません。

ですから、2 つ目の目標を達成するために、皆さんはまず、わかりやすい説明の仕方やポスター

の作り方の訓練をしてください。データのまとめ方について、この研修会でアドバイスをします（→

柚原剛先生の講義資料「データ整理の方法」を参照）。市民調査から得られた情報をうまく伝えら

れるようになったら、今度は、シンポジウムや研究会、学会、大学のゼミなどで発表したり、既存文

献を参照して考察を深めて学会誌や地域の専門誌に投稿したり、とより高みを目指すようにしてく

ださい。 

 1 つ目と、2 つ目の目標を達成できれば、干潟調査ができる人材が不足しているという現在にあ

って、皆さんはこの分野で頼もしい戦力になり得ます。また、この研修会で行うグループをまとめて

活動をしたり、パソコンソフトを使ってデータを処理したり、プレゼンテーションをしたり、といった各

種のスキルは、干潟調査の分野にかかわらず、今後、皆さんが活躍されるであろうさまざまな分

野でも役立つものと期待しています。 

 

スライド 8 

 これから、研修会の一例を紹介していきます。 

和歌山市を北から南に貫流する和歌川の河口に形成された和歌浦には、東京湾ではめったに

見られることなくなったウミニナが多く生息します。この干潟には、他の地域ではすでに絶滅したり、

激減してしまったりした貴重な生物も多く生息します。このように豊かで多様な生物相が宿る和歌

浦は、全国的に見ても貴重な海域といえます。 

和歌浦での市民調査は 2010 年以降、4 回にわたり実施してきました。この調査は今後も年 2 回

のペースで実施していく予定です。また、有田川河口干潟でも同様の調査を実施しています。 

 

スライド 9 

 この和歌浦を研修会の場に選んだ理由の 1 つは、一見して、ただ広いだけに見える環境に、実

際は砂干潟、泥干潟、澪筋（みおすじ）、その他にヨシ原と異なる環境があるからです。よく生物多

様性が重要だと言われますが、環境が多様であり、それぞれの環境でうまく生活できる生き物が

いることで、全体として豊かで多様な生物相が形成されることが、ここ和歌浦では実感できると考

えています。 

 

スライド 10 

 研修会で、調査リーダーの候補者は、座学だけでなく、現場で予習をします。その予習の経験を

活かして、市民調査の本番に挑みます。講師の先生に、干潟で調査するときの安全面や、同定が

 33



難しい種の識別方法を学びます。上の写真は和歌浦での様子で、下の写真は小櫃川河口干潟で

の風景です。 

 

スライド 11 

 研修会では、いままで作製してきた、ガイドブックやラミネート下敷きなどが心強い教材となりま

す。これは、研修生が自分たちで予習をしているところです。このような柱や干潟に突き出た杭や、

転がっている大きな石の近くにも、生物が見つけられることを研修生は体感します。 

 

スライド 12 

 これはヨシ原での予習の様子です。砂干潟や泥干潟とは違った生物が見つかります。意外なと

ころに、生物がいます。「ゴミの山は珍種（たから）の山」と思って、探索します。 

 

スライド 13 

これは、市民調査で調査リーダーが、調査している人を見守っているところです。ヨシ原での安

全面では、市民調査の参加者が夢中になって、生物を追いかけるあまり、ヨシで目を突いてしま

わないように、と注意をします。後の講義でも詳しく説明していただきますが、市民調査では、3 つ

のステップで実施していきます。まず、「表在生物の探索」です。ウミニナの仲間やカニ類がよく見

つかります。 

 

スライド 14 

 つぎに、「埋在生物の探索」です。巻貝の仲間やゴカイ類がよく見つかります。調査リーダーは、

市民調査の参加者に、デモンストレーションをするなどして、わかりやすく調査のやり方を教えるテ

クニックが必要です。ときにはこのように小学生が参加することもあります。 

 

スライド 15 

 そして最後に、採集した生物をまとめて、何が採れたか記録します。この「同定と記録」が大切で

す。「この調査リーダーによって、取りまとめられたデータは信頼できる」と第三者から認められる

人が、真の「調査リーダー」となることができます。 

  

 

スライド 16 

これは、研修会で、データをまとめる訓練をしている様子です。2010 年の小櫃川研修会で撮影

したものです。このあとプレゼンテーションを行います。専門家ではない多くの研修生の皆さんに

は、これらの作業はとても苦労されます。しかし、皆さん、後になって、この作業がすごく有益であ

った、おっしゃいます。 

「干潟生物の市民調査」では、調査をやりっ放しにするのではなく、広く活用できるように情報発
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信することを心がけています。このことが、このプロジェクトではとても重要です。 

東日本大震災後、防災について再検討するうえで、昔の地震のことを書いた古文書の価値が

見直されたといいます。貴重な干潟の調査をして、将来世代が活用できる正確な「古文書」をいま

作ることをも重要です。 

 

スライド 17 

 干潟生物は海域環境で非常に重要な役割を持っています。例えば、アラムシロは干潟の掃除係

として死んだ生物を分解しています。アナジャコやゴカイの仲間は、穴を掘って酸素を底土に供給

することで水を浄化しています。これらの生物は干潟環境の維持に必要な生物です。なにげない

干潟生物が大切であることを知らない人が多くいます。自然への「無関心」は自然環境の劣化を

加速させることが指摘されています。 

 これから、どのようにこの活動を発展させていきたいか、大きな目標は決まっています。 

 この研修会で訓練を積んで、スキルを持った調査リーダーの皆さんが、市民調査を実施したり、

新たな研修会を企画・開催したりして、干潟生物の暮らしに向けられる「目」を増やすことができれ

ば、海域保全が前進する気運を高めることができます。海域にとどまらず環境保全を前進するこ

とができるようなリーダーに皆さんにはなっていただきたいと考えております。 

 

スライド 18 

なお、2010 年度と 2011 年度に東京湾で実施した研修会の指導は、鈴木孝男（東北大学）、風

呂田利夫・多留聖典・木下今日子・柚原剛（以上、東邦大学）、森敬介（国立水俣病総合研究セン

ター）ほかの各氏が担当しました。 

 

担当講師：中川雅博（日本国際湿地保全連合） 
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2．干潟生物市民調査の方法 

 

 

 干潟生態系の生物多様性を把握するためには、そこに生息する底生生物（ベントス）群集の調

査が必須である。しかしながら、底生生物として干潟に出現する分類群は多岐に渡り、種の同定

も簡単ではないことから、市民が気軽に調査に関わることができないのが実情であった。 

 そこで、市民が自らの手で、干潟に生息する底生生物群集を調査できる「市民調査の方法」を

構築するとともに、調査手法を解説したガイドブックを作成した。現時点での調査手法は以下の

通りである。 

 

1) 調査の対象となる、まとまりを持った干潟を「調査地域」とし、その中にいくつかの「調査地点」

を設定する。 

2) 各調査地点において、1 名あたりの探索範囲を 50m 四方程度とし、8 名で調査を行う。 

3) はじめに、底土表層に生息する底生生物を 15 分間歩き回って探索し、見つけた生物を採集し

てポリ袋に入れる。（表層探索） 

4) 次に、底土中に生息する底生生物を探すために、小型スコップ等を用いて 15 回の掘返しを行

い、見つけた底生生物を採集してポリ袋に入れる（掘返しの目安は直径 15cm、深さ 20m）。 

5) 両方の調査が終了したら全員が集合し、各々のポリ袋の中の底生生物をフルイに入れてす

すぎ、泥を落とす。それを白色トレーや空のポリ弁当箱に移し、「干潟生物調査ガイドブック」

の図鑑を参照しながら名前調べ（種の同定）を行う。同定困難な場合は経験者や専門家に尋

ねる。 

6) 同定できた種類は、各人がベントス調査表（ガイドブックに付属）にチェックする。調査表にな

い底生生物が見つかった場合には、メモ欄に種名を記録する。 

7) ひとつの調査地点について 8 枚の調査表ができ上がるので、これを１枚にまとめる（調査地点

の表）。ひとつの調査地域内に複数の調査地点を設けた場合には、調査地点の表を合算し、

調査地域全体の表にまとめる（調査地域の表）。 

8) 「調査地域の表」で出現した総種数が、その干潟の種多様性である。また、チェック数の多い

ものを優占種（全調査表枚数に対するチェック数の割合が 70％以上）、中ぐらいを普通種

（70％未満で 10％以上）、それ以下を少数種（10％未満あるいは 1 人だけのチェック）とする。

ベントス調査表掲載種のうち、出現した種の割合は、その海域内における生息場所としての

重要性を表す指標となる。 

 

 本調査法は、8 人で調査を行うことを基本としているため、調査者のばらつきをある程度排除す

ることができ、表層探索時間と底土掘返し回数を一定にしたことから、再現性を有する。また、調

査表を集計して出現頻度の評価を行うことから、優占種や少数種の判断には客観性がある。こ

のため、他地域との比較も可能である。さらに、ガイドブックを参照できることから、未経験者でも

取組みやすく、市民によるモニタリング手法として有効であると考えている。 

 

 実際の市民調査において、市民と研究者（専門家）の間で出現種数に差がでるのは、生息数



が少なく希少な種類や、見つけるには経験がものをいうような種類（特殊な生息環境、近似種が

いる、目立たないなど）が存在するためであった。また、稚ガニや幼貝など、経験を積まないと判

別が難しい種類も出現することから、調査に関する研修会を開催する、調査を主導できる人材

（調査リーダー）を育成する、あるいは、専門家の協力が得られる道筋を整備することも必要と思

われる。 

 種の判別については、同定のポイントとなる特徴が的確に分かるような写真やイラストが掲載

された、現場に携行できるガイドブックが不可欠であった。また、比較的普通に見られる種類につ

いて、実物大の写真を使って濡れても大丈夫なようにラミネート加工した簡易図鑑も有用であっ

た。しかしながら、小型の甲殻類には、顕微鏡レベルでの観察をしてもなかなか種の同定が難し

い種類も多いことから、ヨコエビ類やコツブムシ類のような分類群レベルでしか取り扱えないのが

現状である。また、多毛類においても、種の特徴が目視で明らかであるとか、種の判別が可能な

棲管を作るなどする以外の種については、市民が現場で同定することには無理があった。 

 

講義担当：鈴木孝男（東北大学生命科学研究科） 
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3．底生生物の種同定と記録の方法 

 

採集した動物が同定できなかったときは 

 調査者自身で同定できない動物は、採集して適切な方法で標本を作成し、専門家である分類学者に

寄託して同定を依頼することが必要となる。標本作成においては、次の項目が非常に重要である。 

1) 生息環境を記録する。生痕がある場合はその記録もあると望ましい 

そのハビタットから種を同定する可能性もある。また、棲管の形状や糞塊などの有無で同定する場合

もある。さらに、調査者や第三者にとっても「どのような環境にいたか」という記録はその後の発見・同

定に大きな助けとなる。 

2) 採集年月日、採集地点、採集者名を記録したラベルを添付する 

標本にはラベルが不可欠であり、それを作成する際に必要な記録である。欠かすと標本としての価値

はないに等しくなる。地名は変わってしまうこともあるため、できれば GPS による緯度経度の情報があ

るとよい。 

3) 生時の状態を記録する 

標本と生体では外見が大きく異なってしまうものが多い。多くの記載論文は標本の記述によっており、

生時の情報に乏しい。なるべく生時に同定が可能であるよう、送付した標本と対応づけた生時の形質

の記録や行動の特徴があれば、次に見たときの同定の助けになる。 

   それぞれの記録は、文字情報だけでなく、適宜写真などを併用すると価値が高まる。 

 

標本作成についての注意 

標本作製の方法は分類群により異なる。標本作成法に関しては、いくつかの書籍がある。 

・大阪市立自然史博物館 標本の作り方―自然を記録に残そう 東海大学出版会 (2007/08) ISBN: 978-4486017691 

・行田義三 貝の図鑑―採集と標本の作り方 南方新社 (2003/07) ISBN: 978-4931376960 

 

 分類には主に液浸標本を用いる。一般的に固定液は分類群により、次の通りである。 

・ 軟体動物：5%重曹中和海水ホルマリン 

・ 節足動物：70～100%エタノール 

・ 環形動物・棘皮動物・脊索動物などその他：5～10％中性海水ホルマリン 

 しかし、分類群によっては麻酔を施さないとバラバラになってしまったり、研究者によって独自の固定法

を用いる場合もあり、それらは時に特殊な薬品や高度な技術が必要となる。また目的によっては前処理

や異なる処理が必要な場合がある。特に DNA 採取が必要な場合は、ホルマリン類を使用すべきでな

い。 

・ Fukuda, H., T. Haga & Y. Tatara (2008) Niku-nuki: a useful method for anatomical and DNA studies on shell-bearing 

molluscs.  Zoosymposia 1: 15–38. （有殻軟体動物において殻と軟体部を分離して標本を作成し、利用する方法につ

いて） 

・ Verônica M. Oliveira, Cinthya S. G. Santos, Paulo C. Lana & Maurício G. Camargo (2010). Morphological variations 

caused by fixation techniques may lead to taxonomic confusion in Laeonereis (Polychaeta: Nereididae).  Zoologica 

27 (1): 146–150. （多毛類において、固定法により生じた分類上の混乱の例について） 

 せっかく採集した動物の標本は無駄にしないよう、後々まで有効に活用できるようにすべきである。そ

 



 

こで、調査者がとるべき対応としては、むやみに独断で処理せずに、 

同定する分類学者の指示に従って処理する。または、処理法を確認するまで状態よく生かしておく 

ことが理想である。それには、以下の点に留意すべきである。 

1) 生息環境をよく確認しておく 

標本作製の項目と重複するが、さらに微小環境に気を配る。そこは冠水するのか干出したままなのか、

何に付着していたのか、日照や温度条件はどうなのか、など。その生物がどんな環境変動に強く、逆

に何に弱いかが推定でき、安全性が高まる。 

2) 温度管理、酸欠、乾燥に気を配る 

採集した動物の衰弱を防ぐため、クーラーボックスの使用などが望ましい。冷やすと活性が下がり酸

欠の防止に、また水分の蒸発を防ぐことにもなる。干潟面に表在するものはそれほど温度上昇に弱く

はないが、底質中に埋在する多毛類などは弱りやすい。もちろん凍ってしまうとダメである。 

3) 痛まないように個別にする 

すべての動物を一緒にしておくと、からみついたりつぶれたり、他の個体を捕食したりする。小型のタ

ッパーやチャック付きポリ袋などで分離しておくとよい。その際に、種によっては底質・基質なども同時

に入れておくと隠れ込むことができる。濡らした紙などの保湿剤を入れておくのもよい。 

4) 海水を確保しておく 

動物である以上排泄物も出るし、粘液なども生じる。微生物の増殖などもある。そこで交換用の海水

を準備しておく。塩分濃度は採集地とおおよそ揃えるが、現地の水が使用できるのがもっとも良い。海

水の酸性化を防ぐために、カキ殻や死サンゴなどを投入する場合もある。 

5) 長期保存はやや低温で 

標本の処理や引き渡しまでに時間がかかる場合、10～15℃程度に保ち、定期的に水を換えるなどが

必要である。1～2 日以内であれば冷蔵庫も有効である。こまめに状態を確認し、弱った個体は先に一

般的な方法で固定してしまうほうがよい。また、多数の個体が得られた場合は一部を先に固定してお

けば、最低限の標本は残せる。また、重要な形質が欠損していたり未成熟な場合、傷が癒えたり成長

するまで飼育することもある。 

 

最後に 

現在の日本において分類学者は需要はあるものの人材的・資源的に絶滅寸前である。しかもそのほ

とんどがほぼボランティアベースで活動しており、調査者の得た標本を見るのはあくまで厚意である。調

査者は決して高飛車にならず、「お願いする立場である」ことをふまえて依頼すべきであり、可能な限り

要求を満たすような標本・情報を提供することが望ましい。 

一方で、市民調査で得られる標本は環境アセスメントなどのグラブサンプルと異なり、一個体ずつ採

集されるため良い状態である可能性が高い。もしその標本によって、新たな種や新産地の発見、また詳

細な分類情報の獲得があれば、そこから還元された情報が調査者の知見を高めるだけでなく、分類学

者にとっても学問的・社会的に有意義であり、継続的な協力関係を築くもとにもなり、別の分類群の研究

者を紹介してもらえるなど、関係が広がってゆくかもしれない。とにかく、調査者と分類学者が、お互いに

とってハッピーな結果になるような関係を築くことが重要である。 

 

講義担当：多留 聖典（東邦大学理学部 東京湾生態系研究センター） 
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4．データ整理法の実践 

 

スライド 1～2 

 「干潟生物の市民調査」研修会では、調査をしたままにしない、つまり調査結果をまとめて公表すること

が大きな特徴である。したがって、研修会では、調査終了後に、調査データの入力とデータの解析、ディ

スカッションを行い、翌日に調査結果の発表を行うことにしている。 

 

スライド 3～15 

 本講義では、得られたデータを適切に処理する方法を、具体例を示しながら概説する（3～4）。まず、調

査を実施すると個人個人が取得した調査票が得られる（5）。この調査票を現場でまとめて、参加してくだ

さった方に速報として公表する（6）。その後、調査リーダーは室内に移り、調査票のデータをあらかじめ

用意されたエクセルファイルに入力する作業をする（7～9）。データ入力をするとグラフ化しやすく、種ごと

の発見率が見やすく可視化できたり（10～13）、表として一覧化して、既存文献から得たデータと照合・比

較したりすることが容易になる（14～15）。 

 

スライド 16～25 

 研修会ではエクセルの機能をうまく使い、様々な表現方法を試す。例えば、種数と調査した面積（＝参

加者数）を、エクセルの関数を使ってグラフ化すると種数－面積曲線が比較的簡単に得られることを体

験する（16～19）。また、環境によって生息する生物種が異なる、つまり「所変われば品変わる」こともグ

ラフ化によって明らかにできるであろう（19～21）。講師陣は既存調査のデータも持っているので、自身が

取得したデータと比較すると思いもよらぬ気づきがあるかもしれない（22）。この課程をうまく習得した人

は、データをいろいろな側面から見ていく、応用のステップに進めば良い（23～25）。 

 

スライド 26～36 

 調査リーダーには、得られた情報を第三者に上手く伝えることも、この研修会で求められている（26）。

自身で取りまとめたデータを、こんどはパワーポイントでスライドにして発表する（27～30）。この調査によ

って何がわかったのかを、正確に伝えられるスキルが身につけば、研究会などでも発表できるようになり、

この研修会に参加して良かったと実感できるであろう（31～34）。さらに、専門的にデータを見ていくと、い

ろいろな解析ができるので、余力がある人はチャレンジしていただきたい（35～36）。研修会では、限られ

た時間で、データ入力から、スライド作成、プレゼンテーションのための原稿作成までをこなす必要があ

り、ここで身につけたスキルは生物調査のみならず、ビジネスの現場などあらゆる場面で役に立つもの

と期待する。 

 

講義担当：柚原 剛（東邦大学大学院理学研究科） 
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